
RA協議会 第11回年次大会 Z-2 文部科学省協賛セッション

研究支援サービスが拓く新たな可能性
～ 「研究時間確保」と「研究開発マネジメント人材」 への貢献 ～

令和７年１０月２１日
文部科学省 科学技術・学術政策局

研究開発戦略課
根津 純也



本セッションの構成
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1. プレゼンテーションパート (30分； 15:45 – 1６:15)

2. パネルディスカッションパート (60分； 16:15 – 17:15)

 文部科学省 研究開発戦略課 根津純也

 認定サービス提供事業者による事業・サービス紹介  株式会社アカリク 山田諒

 株式会社エマージングテクノロジーズ 深澤知憲

 カクタス・コミュニケーションズ株式会社 竹村祥成

 株式会社ソウブン・ドットコム 木村崇義

 テガラ株式会社 國分裕之

研究開発
マネジメント人材
のキャリアパス

研究者の
研究に専念する時

間の確保

現在政府で検討されている次期 科学技術・イノベーション基本計画の中でも重要トピックスとなると考えられる

「研究者の研究に専念する時間の確保」 「研究開発マネジメント人材のキャリアパス」 において、

研究支援サービスおよびA-PRASがどんな貢献できるかを、

認定サービス提供事業者、大学、文部科学省 という各ステイホルダーからの立場から、

会場からの質疑を交えながらパネルディスカッション形式で議論する。

 文部科学省 根津純也

 株式会社アカリク 山田諒

 株式会社エマージングテクノロジーズ 深澤知憲

 カクタス・コミュニケーションズ株式会社 竹村祥成

 株式会社ソウブン・ドットコム 木村崇義

 テガラ株式会社 國分裕之

 東京科学大学 原田隆



研究支援サービス・パートナーシップ認定制度（A-PRAS）について
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研究者の研究時間確保・研究環境の向上等を目的に、民間事業者が行う研究支援サービスのうち、

優れた特徴を有する取組を文部科学大臣が認定するもの。
【2019（令和元）年度より開始】

認定事業者は、A-PRASの
ロゴマークを使用可能。

（１）認定により、研究者の研究環境を向上させ
る、研究支援サービスの利活用を奨励、促進
し、研究コミュニティ等に対する認知度を高
める。

（２）研究支援サービスを認定された事業者と
文部科学省は、定期的または不定期に意見
交換やネットワーキング等の場を設ける。

（３）将来的に、認定された研究支援サービスの
うち、文部科学省関連事業との連携により、
当該サービスの加速が見込まれ、また、連携
対象となる文部科学省関連事業にも貢献が
大きいものについて具体的な連携（金銭的
な支援（補助）は除く）を検討する。

認定要件

（１）当該サービスが、研究者の研究環境を向上させ、我が
国における科学技術の推進及びイノベーションの創出
に貢献するものであること

（２）当該サービスが、優れた特徴を有していること
（３）当該サービスを行う事業者が、大学、独立行政法人、

研究機関やその研究者等と良好な関係（ネットワーク）
を構築できるものであること

（４）当該サービスを行う事業者が、十分な管理運営体制及
び財務基盤を確保していること

（５）当該サービスが、（１）に掲げる要件を満たすことに寄与
する事業実績を有していること

認定の効果等



研究支援サービス・パートナーシップ認定サービス一覧（令和７年３月１２日時点）

研究環境支援

サービス

研究機器のシェアリングサービス / 日本電子株式会社
最先端ハイエンド装置を、本社・昭島製作所にて企業体を問わずに利用できるサービス。

リサイクルネットワーク マルチベンダーサービス ラボストックサポート ＺＡＩＣＯ ＺＡＩ /

リカケンホールディングス株式会社 MHC環境ソリューションズ株式会社 株式会社ZAICO
研究機器を安価に提供するサービス。研究資産の管理から保守メンテナンス、中古売買までのライフサイクルをトータルでサポート。

AI研究開発エンジニア向けGPUとGPUサーバレンタル / GDEPソリューションズ株式会社
生成AIを始めとしたAI研究開発に不可欠なハイエンドGPU及びそれらが搭載されたサーバを通常価格より安価にレンタル。

学術大会・国際会議運営支援サービス Confit（コンフィット） / 株式会社アトラス
学術大会の演題収集→管理→公開の流れをシームレスに実現するパッケージサービス。オンライン化により学術情報の流通促進を向上。

学会・研究機関向け会員管理サービス SMOOSY（スムージー） / 株式会社アトラス
会員情報の管理、認定資格管理やイベント管理等、学会における一連の会員管理業務のオンライン化を実現するパッケージサービス。

スイッチオンで研究開始 - 研究開発環境ターンキーシステム / テガラ株式会社
ハードウェア(PC)やデバイス、必要なソフトウェアのインストール、各種セットアップ等を完了した状態でのシステムを提供する

研究開発・実験用機材一式構築サービス。

Cloud LaTeX / 株式会社アカリク
環境構築不要で、日本語サポートや、学会や科研費申請書類のテンプレート等の支援機能を備えたLaTeX※ のオンラインコンパイルサービス。

学会運営サポートサービス/ 株式会社ソウブン・ドットコム
事務局代行、学会誌発行、HP制作、企画・準備・当日運営サポートなどを通じた学会事務局運営代行サービス。

※ 数式を綺麗に書ける文章作成システム

BRAVE / Beyond Next Ventures 株式会社
研究シーズの実用化に取り組む研究者を対象に、事業化を支援するプログラム。

リーン・オープン・インキュベーション / 日本材料技研株式会社
機能材料分野を中心に、大学等が発明しながら未活用になっている特許の実施許諾を受け、用途探索を行い社会実装につなげる。

事業化支援

サービス

サービス名／事業者名

4



L-RAD / 株式会社リバネス
各種競争的研究資金に採択されなかった申請書、応用性が高く公的資金が取りにくい研究プランなど、

研究者が持つ未活用アイデアを集積するプラットフォーム。

Securite ACADEMIA / ミュージックセキュリティーズ株式会社
大学の教育研究を支える財政基盤多様化の一環として、ボトムアップ型研究への資金供給を目的とした寄付プラットフォーム。

READYFOR College / READYFOR株式会社
大学とREADYFORが提携し、研究・教育分野への寄附を集める大学向けのクラウドファンディングプログラム。

Co-LABO MAKER / 株式会社 Co-LABO MAKER
研究開発したい研究者と、研究リソースをもつラボ（研究室）をマッチングし、機動的な研究開発を支援する、

研究リソースシェアリングプラットフォーム。

研究資金・

マッチング支援

サービス

研究支援サービス・パートナーシップ認定サービス一覧（令和７年３月１２日時点）

研究人材支援

サービス

editage / カクタス・コミュニケーションズ株式会社
200万稿に及ぶ論文に対して英文校正・翻訳サービスを提供してきた知見を元に開始した国際研究広報サービス。

JDream Expert Finder / 株式会社ジー・サーチ
科学技術文献検索サービス「JDreamⅢ」および科研費研究課題に基づき、研究者の専門性、研究推進力、コラボレーション実績など

多種多様な研究者データから、研究課題解決に最適な研究パートナー探索を実現するサービス。

博士情報エージェント / 株式会社エマージングテクノロジーズ
博士人材に特化した就職紹介サービス。全ての博士人材と、博士人材を求める企業の情報を集約的に蓄積・分析し効率的にマッチング。

アカリクキャリア / 株式会社アカリク
ポストドクター出身者や博士号取得者を含むアドバイザーと、経験豊富なキャリアコンサルタントの連携による、

研究者人材に特化した、院卒者専門の転職支援。

現在、以上１８サービスを

研究支援サービス・パートナーシップ認定サービスとして認定
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第１期 第２期 第４期 第５期 第６期
1996.4 2001.4 2011.4 2016.4 2021.4

基礎研究の振興

研究資金の拡充
 ・競争的資金
・重点的資金
・基盤的資金

ポスドク1万人計画
等

重点4分野
 ・ライフサイエンス
・情報通信
・環境
・ナノテクノロジー

等

震災復興
グリーンイノベーション
ライフイノベーション

等

知のフロンティア開拓・
研究力の強化
 ・国際卓越研究大学
 ・博士学生支援強化

イノベーション・
エコシステムの形成
 ・スタートアップ支援              

等

重点分野設定 科学技術イノベーション
政策の一体的展開

サイバー空間と
フィジカル空間の融合

国民の安全・安心
一人ひとりの多様な幸せ

第３期

重点4分野

推進4分野
 ・エネルギー
・ものづくり技術
・社会基盤
・フロンティア

等

2006.4

17兆円
［17.6兆円］

24兆円
［21.1兆円］

25兆円
［21.7兆円］

25兆円(対GDP比1%)
［22.9兆円］

26兆円(対GDP比1%)
［26.1兆円］ 30兆円

重点分野設定

競争力向上・
基盤技術の強化
・ビッグデータ解析、AI
・ロボット、センサ
・バイオテクノロジー
・素材・ナノテクノロジー
・光・量子技術

等

科学技術予算拡充 社会実装 社会像（Society 5.0）

対GDP比4%
［3.5%］

対GDP比4%
［3.5%］ 120兆円

政府研究開発投資（上段：目標、下段：実績）

官民研究開発投資（上段：目標、下段：実績）

 科学技術・イノベーション基本計画は、科学技術・イノベーション基本法に基づき、５年ごとに策定。

 現在、政府において、第７期科学技術・イノベーション基本計画に向けて検討中。

2014年
CSTP→CSTI
に改組

2001年
CSTP設置

2026.4

第

７

期
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科学技術・イノベーション基本計画について



 9/18、基本計画を検討している内閣府の会議で、論点案が示された。
 その中では、「科学の再興」をキーワードとしつつ、「研究時間の減少」、「研究開発マネジメント人材の育成・確
保・活躍促進」が触れられている。

総合科学技術・イノベーション会議 基本計画専門調査会（第９回） 資料１

第７期「科学技術・イノベーション基本計画」の論点（案） 抜粋

第Ⅰ章 ２．我が国の科学技術・イノベーションの状況 （２）研究力の現状

・ 背景には、研究の生産性の低下、研究時間の減少、若手研究者の割合低下、新たな研究領域への参画割合の
減少、博士号取得者数の伸び悩み、物価高・円安等による研究機器の費用負担増大等の課題がある。

第Ⅰ章 ２．我が国の科学技術・イノベーションの状況 （３）第７期基本計画の方向性

① 未来の礎となる「科学」の再興

・ 科学は技術・イノベーションの土台であり、未来の礎となるもの。基礎研究力を抜本的に強化して、国家とし
て「科学の再興」を目指すべく、我が国の研究支援を質的・量的に強化。

第Ⅱ章 ２．科学技術人材の育成・好循環（継続的な輩出と国際獲得）

〇研究開発マネジメント人材の育成・確保・活躍促進

・ ガイドラインの普及・人事制度の構築により、URA等の研究開発マネジメント人材の位置づけ・役割を明確化
しつつ、育成・確保・活躍促進を実施。
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全文はこちら→ https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kihon7/9kai/shiryo1.pdf

第７期基本計画における主な論点
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■ 大学や国立研究開発法人の研究活動を取り巻く状況が複雑化していく中、

それを支えるエコシステムも、それに応じて変化していく必要。

■ URA、認定事業者、文部科学省などの当事者が連携して研究開発エコシステムを拡張させるための

具体的なアクションにつなげるための『しかけ』として、A-PRASが使えるのではないか…！？

→ 研究時間確保と研究開発マネジメント人材を具体例として、一緒に議論しましょう！

参考：「拡張する研究開発エコシステム 研究資金・人材・インフラ・情報循環の変革に乗り出すアントレプレナーたち」（CRDS,2023）

研究支援サービスのもつ可能性 ～拡張する研究開発エコシステム～


